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2 Np-10 女子学生の衣生活に関する一考察　一被服製作について

大妻女大短大Ｃ)都築昌子金谷喜子大堀ゆり

〔(社)日本家政学会

　目的現在の衣生活は、豊富な既製衣料に囲まれており、自分で製作した物を着用する

ということは皆無に等しい。このような環境における女子学生の被服構成に対する関已ヽ･

意欲・知識・技術の現状を探り、今後の被服構成指導のための一助としたい。

　方法鼓は本学短期大学部紐科麺専攻の学生を対象に、敲の総科料書に見

られる用語・用具・基礎技術、及び被服製作に関する意識についてのアンケート調査を行

った。

　結果被服製作の基本的事柄については「知っている」と答えてるが、やや訓練を要す

る技術に関してはほとんどの学生が「できない」と答えるなど手仕事の低下がみられ、被

服製作に関する意識調査の「直すことは嫌い」『手縫いは面倒』等否定的な項目群の結果

に表れている。また「作ることが好き」「作ることはやりがいがある」等の意欲的な意識

項目群では「そう思う」は70～90％と多いが、製作環境についての項目群では「糸と針を

常に持っている」「家族の手仕事を見る機会がある」等では「ある」と答えた者は少なく、

意欲はあるが実際には行われていない。これらの意欲と実践にみられる意識の差は進んで

針を持七:）習慣が薄れていることもその一因であると考えられる。
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　目的現在の衣生活は、既製衣料が大部分を占めており、以前行った被服購入調査の結

果にも見られた様に、被服類が手ごろな価格で簡単に入手できることから、安易に購入・

活用・廃棄を繰り返しているように思われる。そこで、女子学生が日常どの様な被服管理

をしているか、その意識を探り、今後の被服学の検討に役立てていきたい。

　方法本学短期大蓼部家政科家政専攻の学生を対象に1993年10月・12月各々３日間を各

自自由に設定し、計６日間に着用した服種と素材を記録させた。また、被服管理の意識と
知識についてもアンケート調査し、それぞれの結果について考察した。

　結果　日常着の服種は主として上衣はＴシャツ・セーターを、下衣lよノ^°ンツを多く利用

し、スカートは少ない。また、スーツ・ワンピースの利用は僅少であった。素材は綿が主

流で被服管理の意識については、「洗濯は自分でする」が40％で、「アイロンかけをよく

する」・「衣服の汚れはすぐ処理する」は約00%の学生が「よくする」と答えている。ま

た、「ボタンがとれた場合自分ですぐつける」・「すそがほつれた場合自分で直す」等の

補修に関しては約00％の者が「よくする」と答えており、その実践的な意欲がみられる。

これは日常着に取扱いやすいものを利用している結果と一致している。一方、「スカート

たけやそでたけ等の簡単な衣服寸法は自分で直す」については「よくする」と答えた者が、
20％と少なく、一つには基礎技術の欠落がみられた。

226


